
24【日台共栄】平成16年６月　創刊号

台
湾
正
名
運
動
発
祥
の
地
は
日
本

　

台
湾
に
興
味
が
あ
る
人
な
ら
と
も
か
く
、
大
方
の

日
本
人
に
と
っ
て
「
台
湾
正せ
い

名め
い

運
動
」
と
は
あ
ま
り

聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
昨

年
九
月
に
参
加
し
た
「
台
湾
正
名
運
動
」
の
報
告
に

入
る
前
に
、「
台
湾
正
名
運
動
」
や
そ
れ
に
至
る
経

緯
を
説
明
し
た
い
。

　

台
湾
正
名
運
動
と
は
、
台
湾
を
主
体
と
し
た
意
識

の
確
立
を
め
ざ
す
運
動
を
い
う
。
具
体
的
に
は
、
そ

の
国
名
を
「
中
華
民
国
」
か
ら
「
台
湾
」
に
改
め
、

新
し
い
憲
法
を
制
定
し
、
台
湾
名
に
よ
る
国
連
加
盟

な
ど
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
、
台
湾
正
名
運
動
発
祥
の
地
は
こ
の
日

本
で
あ
る
。
当
時
、
在
日
台
湾
同
郷
会
の
会
長
を
つ

と
め
て
い
た
林
建
良
氏
の
発
案
に
よ
る
。

　

三
年
前
の
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
年
）
六
月
九

日
、
在
日
台
湾
人
の
外
国
人
登
録
証
の
国
籍
記
載
が

「
中
国
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
耐
え
難
い
屈
辱
を

覚
え
て
い
た
林
氏
ら
在
日
台
湾
同
郷
会
の
人
々
は
、

「
中
国
」
か
ら
「
台
湾
」
へ
の
改
正
を
求
め
て
「
正

名
運
動
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
発
足
さ
せ
た
の

が
発
端
で
あ
る
。

　

そ
れ
が
台
湾
本
土
に
移
り
、
一
昨
年
の
「
母
の

日
」
で
あ
る
五
月
十
一
日
、
母
な
る
台
湾
へ
の
回
帰

を
願
い
、
台
北
市
に
三
万
五
千
人
が
集
ま
っ
て
デ
モ

行
進
を
行
っ
た
。
そ
の
と
き
の
総
召
集
人
（
呼
び
掛

け
人
代
表
）
が
李
登
輝
前
台
湾
総
統
だ
っ
た
。

　

さ
ら
に
李
登
輝
氏
は
、
昨
年
の
五
月
十
一
日
に
十

万
人
規
模
で
台
湾
正
名
運
動
を
開
催
す
る
と
闡
明
さ

れ
て
い
た
が
、
春
先
か
ら
の「
中
国
肺
炎
」こ
と
サ
ー

ズ
騒
動
で
九
月
六
日
に
延
期
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

　

た
だ
し
、
日
本
で
は
在
日
台
湾
同
郷
会
を
中
心
に

日
本
人
有
志
な
ど
が
協
力
し
て
「
５
１
１
台
湾
正
名

運
動
実
行
委
員
会
」（
陳
明
裕
委
員
長
・
在
日
台
湾

同
郷
会
会
長
）
が
組
織
さ
れ
、
五
月
十
一
日
、
外
国

人
登
録
証
の
国
籍
記
載
改
正
と
台
湾
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世

界
保
健
機
関
）
加
盟
推
進
を
訴
え
、
約
三
百
人
が
新

宿
区
内
を
デ
モ
行
進
し
た
。
李
登
輝
氏
か
ら
懇
篤
な

感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
け
ら
れ
た
こ
と
も
印
象
深

か
っ
た
。

台
湾
史
上
初
の
大
規
模
デ
モ

　

さ
て
、
私
ど
も
が
参
加
し
た
台
湾
正
名
運
動
に
つ

い
て
で
あ
る
。
私
ど
も
は
小
田
村
四
郎
副
会
長
を
団

長
に
、
常
務
理
事
の
黄
文
雄
氏
や
林
建
良
氏
な
ど
五

十
三
人
が
参
加
。
本
会
と
し
て
初
め
て
の
公
式
訪
台

団
で
も
あ
っ
た
。

　

昨
年
九
月
六
日
、
台
湾
は
ま
だ
真
夏
で
あ
る
。
台

北
の
予
想
最
高
気
温
は
三
七
度
。
朝
か
ら
雲
ひ
と
つ

な
い
快
晴
だ
っ
た
。
朝
の
う
ち
は
そ
よ
い
で
く
る
風

が
心
地
良
く
感
じ
ら
れ
た
の
だ
っ
た
が
、
そ
の
風
が

熱
風
と
化
し
て
し
ま
う
こ
と
は
後
述
す
る
。

　

日
本
か
ら
の
参
加
者
は
十
時
半
前
、
日
差
し
が
強

く
な
る
前
に
と
、
デ
モ
行
進
の
出
発
点
で
あ
る
中
正

紀
念
堂
に
集
合
し
て
い
た
。
五
月
十
一
日
の
デ
モ
行

進
で
掲
げ
た
「
台
湾
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
加
盟
を
支
持
す
る
」

な
ど
と
書
か
れ
た
横
断
幕
や
プ
ラ
カ
ー
ド
、
あ
る
い

は
日
章
旗
や
団
体
旗
を
掲
げ
、
予
定
ど
お
り
正
午
に

出
発
。
デ
モ
行
進
の
先
頭
に
は
、
小
田
村
団
長
、
金

柚ゆ

原は
ら

正ま
さ

敬た
か　

事
務
局
長

国
造
り
へ
邁
進
す
る
台
湾

台
湾
正
名
運
動
レ
ポ
ー
ト

台
湾
史
上
初
の
十
五
万
人
デ
モ
行
進

会旗を先頭に総統府へ
向かう日本人デモ隊
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美
齢
氏
、
林
建
良
氏
、
新
潟
李
登
輝
友
の
会
支
部
長

の
伊
藤
栄
三
郎
氏
な
ど
が
立
ち
、
総
統
府
前
の
広
場

を
め
ざ
し
て
行
進
し
て
い
っ
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
日
の
暑
さ
は
半
端
で
は
な

い
。
車
道
の
片
側
を
行
進
し
て
い
る
の
で
、
天
を
さ

え
ぎ
る
も
の
は
な
に
も
な
い
。
灼
熱
の
太
陽
が
容
赦

な
く
照
り
つ
け
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
地
面
は
熱
く

焼
か
れ
、
照
り
返
し
が
き
つ
い
。
午
前
中
ま
で
そ
よ

い
で
い
た
風
が
熱
風
と
化
し
て
襲
っ
て
く
る
。
ア
ッ

と
い
う
間
に
全
身
汗
み
ず
く
と
な
っ
た
。

　

こ
の
デ
モ
行
進
は
中
正
紀
念
堂
や
国
父
紀
年
館
な

ど
台
北
市
内
七
ヶ
所
か
ら
出
発
、
仁
愛
路
、
中
山
北

路
、
信
義
路
な
ど
の
幹
線
道
路
か
ら
、
会
場
で
あ
る

総
統
府
前
の
ケ
タ
ガ
ラ
ン
（
凱
達
格
蘭
）
大
道
を
仕

切
っ
て
つ
く
ら
れ
た
広
場
を
め
ざ
し
て
集
結
し
た
。

　

雲
霞
の
ご
と
く
、
と
は
こ
の
こ
と
か
。
総
統
府
前

の
群
集
は
も
と
よ
り
、
そ
の
周
辺
に
も
、
台
湾
全
土

か
ら
集
ま
っ
た
人
々
が
行
き

交
っ
て
い
る
。
木
陰
に
も
、

冷
房
の
効
い
た
バ
ス
の
中
に

も
人
、
人
、
人
だ
。
後
か
ら

後
か
ら
人
が
湧
い
て
く
る
。

い
っ
た
い
何
人
が
参
加
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

式
典
の
途
中
で
司
会
者
か
ら
参
加
者
十
五
万
人
と

発
表
さ
れ
、
会
場
内
は
ど
よ
め
い
た
。
台
湾
の
歴
史

は
じ
ま
っ
て
以
来
初
め
て
の
大
規
模
デ
モ
だ
っ
た
。

　

午
後
一
時
四
十
分
、
一
緒
に
デ
モ
行
進
に
参
加
し

た
李
登
輝
氏
が
会
場
に
到
着
し
、
群
衆
の
盛
り
上
が

り
は
最
高
潮
に
達
し
た
。「
タ
イ
ワ
ン
ラ
ン
（
台
湾

人
）
！
タ
イ
ワ
ン
コ
ク
（
台
湾
国
）
！
」、「
ア
フ
イ

ペ
ア
ー
カ
ー
ユ
ウ
（
李
登
輝
さ
ん
ガ
ン
バ
レ
）
！
」

と
い
う
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
が
鳴
り
響
い
た
。

　

李
登
輝
氏
は
ま
ず
広
場
の
通
路
を
往
復
し
て
、
集

ま
っ
た
人
々
に
挨
拶
し
て
回
り
、
そ
れ
か
ら
壇
上
に

立
た
れ
た
。
曽
文
恵
夫
人
や
国
策
顧
問
で
全
国
共
同

招
集
人
で
あ
る
黄
昭
堂
氏
、
日
本
か
ら
駆
け
つ
け
た

同
じ
く
国
策
顧
問
で
日
本
の
招
集
人
で
あ
る
金
美
齢

氏
な
ど
が
共
に
壇
上
に
並
び
立
っ
て
い
た
。

　

八
月
末
、
日
本
か
ら
主
治
医
で
あ
る
倉
敷
中
央
病

院
の
藤
堂
医
師
が
渡
台
し
て
心
臓
の
カ
テ
ー
テ
ル
手

術
を
施
し
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
ま
だ
半
月
と
経
っ
て

い
な
い
。
手
術
後
初
め
て
公
の
場
に
姿
を
現
さ
れ
た

と
い
う
。
満
を
持
し
て
の
登
壇
だ
っ
た
よ
う
だ
。
血

色
は
よ
く
、
そ
の
声
に
も
張
り
が
あ
っ
た
。

　

演
説
内
容
は
「
中
華
民
国
不
存
在
論
」
だ
っ
た
。

群
集
は
寂
と
し
て
聞
き
入
っ
て
い
る
。
と
き
ど
き

ワ
ッ
と
歓
声
が
あ
が
り
、
拍
手
が
起
き
る
。
台
湾
語

を
理
解
で
き
な
い
私
に
対
し
て
、
林
建
良
氏
が
ポ
イ

ン
ト
の
と
こ
ろ
を
同
時
通
訳
し
て
く
れ
た
。
李
登
輝

氏
は
、
中
華
民
国
の
歴
史
と
台
湾
が
無
関
係
で
あ
る

こ
と
を
史
実
に
の
っ
と
っ
て
説
明
さ
れ
て
い
た
。

同
じ
悩
み
を
抱
え
る
台
湾
と
日
本

　

台
湾
が
抱
え
て
い
る
問
題
は
、
日
本
の
問
題
と
よ

く
似
て
い
る
。
国
号
問
題
こ
そ
違
え
、
憲
法
問
題
、

教
科
書
問
題
な
ど
、
国
民
と
し
て
の
誇
り
を
取
り
戻

そ
う
と
い
う
点
で
は
、
ま
っ
た
く
変
わ
ら
な
い
。
台

湾
は
台
湾
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
求

め
、
日
本
は
歪
ん
だ
歴
史
認
識
を
正
そ
う
と
い
う
同

質
の
悩
み
を
共
有
し
て
い
る
。
台
湾
の
親
日
ぶ
り
が

そ
の
共
有
感
を
深
め
て
い
る
。
こ
れ
が
、
安
全
保
障

上
の
問
題
と
も
絡
ん
で
、
日
本
人
が
台
湾
を
大
事
だ

と
思
う
所
以
の
一
つ
で
も
あ
る
。

　

会
場
か
ら
の
帰
り
道
、
若
い
カ
ッ
プ
ル
に
「
日
本

か
ら
で
す
か
」
と
た
ど
た
ど
し
い
日
本
語
で
声
を
掛

け
ら
れ
た
。
そ
う
だ
と
答
え
る
と
、
満
面
の
笑
み
を

た
た
え
て
「
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
い
う
。
こ
ん

な
一
事
に
、
台
湾
が
確
実
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ

と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
る
。
十
五
万
人
と
い
う
数
字
が

け
っ
し
て
誇
大
で
は
な
い
こ
と
を
肌
身
で
感
ず
る
の

で
あ
る
。

日本隊は300名を超えた


